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①労働生産性の向上

・ 大区画化

・ 自動走行農機等による
省力化

③農業構造の改善

・ 担い手の育成

・ 農地の集積・集約化

・ ６次産業化等による雇用
と所得の創出

⑤土地利用の秩序化

・ 非農用地の創出

・ 区画整理による農地の
適正利用
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・ 洪水の防止

・ 水源の涵養

・ 土壌侵食・土砂崩壊の
防止

⑥国土保全機能の増大

１．農地整備の概要
（１） 農地整備の主な役割

○ 農地の大区画化・汎用化等の農地整備は、農業生産性の向上及び農業構造の改善を実現することにより、
食料自給力の確保に重要な役割を果たすとともに、生産コストの低減を通じて国民経済に貢献。

○ 農業外の役割として、土地利用の秩序化の機能を果たすとともに、農地整備による国土の保全・防災を通じ
健全な水循環を形成。
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④食料自給力の確保

②土地生産性の向上

・ 耕地利用率の向上

・ 高収益作物の導入

・ 荒廃農地の発生防止

・ 都市と農村の交流促進

⑦地域活性化

・ 水田の汎用化・畑地化

岐阜県「揖斐川左岸」地区

事業実施前 事業実施後



○ 農地の大区画化に併せて、担い手への集積・集約化を進めるとともに、自動走行農機等の活用を可能とする農地整
備により、労働時間を低減。

大区画化・集約化

大区画化・集約化と自動走行農機等による省力化（農業構造改善と労働生産性向上）

10a 区画 １ha区画

山形県「西郷北部地区」

畦畔を拡幅し、トラクターで草刈 畦畔や法面を緩勾配とし
リモコン草刈機で草刈

長辺をより長くした大区画ほ場の整備により、ターン回数を減らし、自動
走行農機を効率的に運用

小区画：ターン12回

大区画：ターン７回
ターン（手動）直 線（自動）

自動走行農機等の活用を可能にする区画整備

農地の大区画化

農地の集約化

農地の大区画化に併せて、担い手への集積・集約化を進め、労
働時間を低減

農地の整備により、自動走行農機等が活用可能となり、労働時
間を低減
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農地整備の効果
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○担い手農家が多くの農地を受けられない理由

○事業実施前後の農地集積率

資料：農林水産省調べ
注：１） 担い手農家を、各都道府県の指導農業士及び公益社団法人

農業法人協会会員の中から、無作為におおむね30人（北海
道にあっては93人）抽出し、計1,529人のうち、480人か
ら回答（回答率31％）（平成30（2018）年６月公表）

２） 地域でリタイア農家等の農地の出し手が増えたとき、それ
らの農地の多くについて自分や地域の担い手が受けられる
と思うかとの問いに対し、あまり受けられないと思う等の
回答をした者のその理由
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資料：農林水産省農村振興局調べ（都府県における農業競争力強化農地整備事業
H30～R３完了163地区の実績の平均）

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」「荒廃農地の発生・解消状況に関
する調査」（平成30年）。ほ場整備完了地区の荒廃農地率は、農地整備事
業実施地区(H10完了183地区、H20完了125地区の事業実施主体への聞き取り
（令和元年）による。
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出典：基本法検証部会（令和4年11月17日開催）資料
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kensho/attach/pdf/4siryo-2.pdf
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農業農村整備事業における情報化施工～ほ場整備工事の事例から～（5:40）

https://www.youtube.com/watch?v=VvMR7F3w46Q



情報化施工に対する問題意識（私見）

8

・人手不足の解決策として期待されており、国が推進。

・他方、農家からすれば成果物が同じなのに負担が増加する場合もあり、現状で
は事業主体（県等）が趣旨に賛同いただくように農家にお願いして、事業実績
を積み重ねている状況も散見。

・以下のメリット、デメリットが想定されるが、特にデメリットは技術の発展・
普及で解消し得るか？

メリット デメリット
・３D設計図は分かりやすい（航空写真、設計、用
地境界、埋設物等を重ねて現地で確認可能。）

・地元説明会等で成果物を示せる（受益者の意向
との齟齬の未然防止、納得感の向上、意見収集
の容易化等）
・MG施工を利用した場合は丁張作業等の人件費
が不要（雇用の減少と表裏一体）

・成果物をスマート農業に活用できる可能性（画
餅？道ゆきは未定）

・設計に手間がかかるという意見がある（特に、
農地整備の設計図は手直しが前提。）
・コストが増嵩する側面がある
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実証結果はウェブサイト等に掲載されている
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スマート農業をめぐる動き
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https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/kizyun/attach/attach/pdf/tebiki-62.pdf
スマート農業の活用に効果的な農地整備のポイント（農林水産省農地資源課）
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問題意識（まとめ）
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• 人手不足の解決策として、農地整備を進めるとともに、ICT
施工とスマート農業を国が推進。

• ICT施工とスマート農業は、国が主導して様々な実証試験や

マニュアル類の整備、動画による普及、スマート農業の法制
化の動きもあるが、技術の普及に向けた課題はそこなのか。

• 特に、情報技術の「残存性」「複製性」「伝搬性」を勘案し
、産官学の関係者は、どのような問題意識を持つべきか。

「情報化施工」と「スマート農業」の最前線の実践者を招聘
し、農地整備における情報化施工技術とスマート農業の未来
図について語り合いたい
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